
○ 地方自治体のシステムのカスタマイズのうち、様式・帳票関係が多くを占めている。

カスタマイズに占める様式・帳票関係の割合

自治体名 人口
住民記録システム 個人住民税システム 介護保険システム

機能 帳票 機能 帳票 機能 帳票

A 50万人 70％ 30％ 60％ 40％ 60％ 40％

B 20万人 97％ 3％ 93％ 7％ 90％ 10％

カスタマイズの総数（要件数）から機能と帳票を分類し、各々の比率を抽出したもの

【帳票の例】
① 市民向け帳票

（通知書・納付書、回答書）

② 他機関向け帳票
（県・他機関向け報告資料）

③ 内部事務帳票
（チェックリスト）

④ 統計など

※ B自治体はトップダウンで標準化（パッケージ適用）

【ベンダ提供資料】

※ その他６件

「文言・体裁の修正」 24件
→ 様式・帳票関係

「統計業務への活用」 ４件
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所管課他課
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「他のシステムとの連携」 22件 「区役所・出張所等の組織の違い/
独自の条例による違い」 ２件
「独自の条例による違い」 １件

「処理件数が多いことによる機能の追加」 16件
「住基担当課の事務範囲の違い」 ８件

資料12「中核市等における住民記録システム等のカスタマイズの例」（全83件）
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